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№３６ 「ことば ５」 

おはようございます。校長先生の声、みなさん

の心に届いていますか？ 

 校庭の桜の花が咲いてきましたね。春がやって

きました。この１年間いかがでしたか？今日も最

後まで聞き合って、学び合ってしめくくりましょ

う。 

 さて、先週の「口をつかってどんな音が出せま

すか」というお題ですが、すこし難しかったでし

ょうか？ 

 世界には２００か国ほどあり、７０００もの言

葉あるのでしたね。その中には、日本語に慣れて

いる私たちには想像もできないような音がありま

す。イタリア語の巻き舌もそうですが、フランス

語のラ行も変わっていましたね。フランス語はま

だ変わったおとがありまして、いまからその音を

だすので、どうやって出しているか、想像してみ

てください。 

 これはフランス語の[y]の発音でイの口でウと

言います。また、[ø]の発音は、口はオでエと発音

します。なんせ母音があいうえおの５音しかない

日本語にくらべて、フランス語は１９音もあるの

で複雑なはずです。 

 さて、世界７０００の言語はもっと変わってい

るものもあります。アフリカのナミビア、ボツア

ナという国で話されているコイサン語には、日本

では、あまり行儀がよくないとされている、あの

音がＣやＸを発音するときに使われます。なんだ

と思いますか？ 

 そう、舌打ち音です。上品ではありませんが、

言語の紹介としてやってみますね。４月からコイ

サン語の子どもが転入してきても、みなさん温か

く迎え入れてくださいね。 

 それから、これもあまり上品ではないのですが、

口笛を音としてつかう言葉もあります。トルコの

クシュキョイというところに伝わる「鳥言葉」で

す。少し動画で確認してみましょう。 

 では、今年度最後の質問をします。ここまでた

くさんの言葉をみてきましたが、なぜこんなにた

くさんの言葉があるのでしょうか。おそらく、北

京原人がつかっていた言葉が最初だとして、その

ときは世界に言葉は１つだけだったはずです。だ

から、だれとでも話せてとても便利だったはずで

す。なのに、なぜ、日本語、英語、フランス語な

ど７０００もの言語がうまれたのでしょうか。周

りの人と少し相談してみてください。 

 伝説としては、バベルの塔の話が有名ですね。

これがその塔なんですが、工事が途中でとまって

います。なぜでしょう？ 

昔、人はみんな１つの言葉を使っていました。

そして話し合いながら、協力してバベルの塔とい

う大きな塔をつくりはじめました。それを見てい

た神様が、人間のくせに、こんな大きな塔をつく

るのは生意気だ！なるほど、人間は話し合うこと

でいろんな知恵がでているのだな、じゃあ明日か

ら話し合いができないように、みんなバラバラの

ことばにしてやると、魔法をかけたそうなんです。

すると翌日から、ある者は英語、ある者はフラン

ス語しかしゃべられなくなって、協力して塔をつ

くることができなくなったそうなんです。これは

あくまでも伝説で、実際は少し違います。 

 今日は卵とフライパンを持ってきました。今か

ら目玉焼きをつくります。あっという間にできま

した。さあ、みなさんはどうやって食べますか？

おしょうゆ？ソース？塩コショウ…たくさんでま

したね。どれが一番とかではなく、それぞれがそ

の人にとって１番だと思います。言葉も同じで、

世界には熱い国もあれば寒い国もあり、雨の多い

国、少ない国、山だらけの国、海に囲まれた島国、

いろんなところで、いろんな人が住んでいます。

当然、そこに住む人の好み、大切にしたいものは

バラバラです。こだわりたいものもバラバラです。

北京原人は助けて、危ないぞ、ぐらいしかなかっ

たのが、お肉が好きか魚が好きか、それとも果物

がすきなのか、果物の何が好き？などなど長い時



間をかけて、それぞれの好み、こだわりで言葉が

わかれていったと考えられています。 

 バベルの塔のように、言葉はもともとは、ほか

の人と協力して生きていく、何かをなしとげてい

くためにつくられたのは間違いありません。元は

と言えば、北京原人も、友だちの命を守る、食料

を得るために言葉を使っていったのです。 

こう考えると、自分が考えたこと、思ったこと

を言うためだけに言葉はあるのではなく、誰かに

届けたいものがある、誰かとつながりたいから言

葉があるのです。 

今年度の授業中はどうだったでしょうか。自分

が言いたいから言っていること、これをおしゃべ

り、私語といいますが、そんなことばかりになっ

ていませんでしたか？ 

だれかに思いを届けたい、つながりたいと思っ

て、言葉をつくってきましたか？４月からはぜひ、

そういう言葉がたくさんある授業をつくっていき

ましょう。 

 それでは、これで今年度のお話は終わりです。

１年間、最後までよく聞くことができましたね、

ありがとうございました。 


